
愛・地球博記念公園 公園マネジメント会議  

令和元年度「第３回コア会議」 
～県民と行政のパートナーシップにより、公園利用者の満足度向上等を目的に、

利用者目線で公園の管理運営を行う協議・実践の場～ 

 

 

日時  令和元年１１月２８日（木）  １４：００～１６：００ 

場所  愛・地球博記念公園 地球市民交流センター 多目的室４ 

 

 

 

次 第 

 

 

１ あいさつ 5 分 

 

２ 前回のふりかえり 10 分    資料１  

 

３ 討議 85 分( 14:15～) 

  課題に対する解決策を協議する 

［課題２］特権の取り扱いの再整理！    資料２ 

 

４ 会員情報 １0 分( 15:40～) 

分科会活性化プロジェクト  10 分 

万博サンバフェスティバル分科会 「シャララ万博」  

 

５ 評価委員の募集 5 分( 15:50～)   資料３ 

 

６ あいさつ 5 分 



　１ 前回のふりかえり

◆取り組む課題の確認

◆スケジュールの更新

第１回コア会議
(R1.8.27)

第２回コア会議
(R1.11.7)

第３回コア会議
(R1.11.28)

第２回総会
(R2.1下旬)

第４回コア会議
(R2.3上旬)

令和２年
第１回総会(R2.6)

ルールブック改訂の【承認】

コア会議での議論の状況の情報共有

会議の目的の再定義、現状の把握

取組むべき課題の確認
［課題１ 分科会制度の見直し］を協議し、解決策を決める

［課題２ 特権の取り扱いを再整理］を協議し、解決策を決める

ルールブックへの記載内容の決定

・どの分科会が活動していて、どの分科会が活動していないか分からない。

・分科会が活動を終えた時の廃止方法がない。

・分科会の定義が曖昧になっている。実行委員会との違いがわならない。

・複数の団体に協力を求めたいがうまくいかない。

［課題１］分科会制度の見直し

資料１-1

・地球市民交流センターの12ヶ月前から先行予約できる特権が濫用されている。

・公園利用者やマネジメント会議のことより、自分たちの団体の活動を優先した考え方で施設を

予約している。

・候補日を含め複数日程を予約し、最終的にはキャンセルをするので、当日利用されないこともある。

［課題２］特権の取り扱いを再整理

・パートナー制度と公園マネジメント会議の違いが分かりにくい。

・モリコロパーク内の関係者（公園マネジメント会員・パートナー・公園緑地課・都市整備協会・

児童総合センターなど）が多くそれぞれの関係性や役割が分からない。

・公園マネジメント会議がこれまでやってきた活動が知りたいが、よく分からない。

・他の会員の活動が分からない。

・他の会員と連絡を撮りたいがその方法がない。

［課題３］必要な情報の共有

「第１回コア会議で確認した課題」や「第１回コア会議後にメールでいただいた問題点」の内、

今年度に取り組む課題を以下のとおり抽出した。

・より多くの会員が会議に参加できるよう時間帯を工夫する必要がある。 など

個別又は今後取り組む課題

今回の

コア会議

抽出した課題に対応したスケジュールに更新した。



１ 前回のふりかえり

　◆分科会制度の見直し！
　　　①これまでの分科会一覧（別紙「資料1-3」）

　　　②活動状況により分類（別紙「資料1-3」の分類A～D）

　　　③ルールブックに廃止ルールを追加（分類A、B、Cは廃止）

　　　④分科会は、公園マネジメント会議としてやりたい活動の実行組織。又は、

　　　　会員からの提案を承認した活動（皆で協力する良い活動）。

　　　　分科会の活動は、マネジメント会議全体で協力する。

　　　⑤分科会の情報を共有する⇒PR方法（総会、掲示版の作成、Webの充実）を実施する！

　◆分科会活動の流れ

各分科会から提出のあった「年間活動報告・活動計画書」を受け取り、

必要に応じて次年度のコア会議で協力する。

評価委員会の評価結果により、分科会の年間活動を承認する。
※「年間活動報告・活動計画書」は、当日の資料とし、全会員に活動内容を共有

する。

※会員は、協力できる内容に積極的に協力する。

公園マネジメント会議の分科会として活動を行う。

※会員への情報提供、協力依頼は、必要に応じて随時行う。
※会員は、協力できる内容に積極的に協力する。

６月上旬 第１回総会

３月上旬 第４回コア会議

分科会

「年間活動報告・活動計画書」を基に分科会の評価を行う。
※活動していない分科会、「年間活動報告・活動計画書」の提出のない分科会は

廃止に対して評価基準を設ける。

５月中旬 評価委員会

「年間活動報告・活動計画書」の作成

２月中旬 分科会

【提出】

【提出】

【評価結果の提出】

【年間活動の承認】
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分科会一覧表

活動の有無 メンバー
計画・報告

の有無

1 池における水質・底質調査分科会 愛知工業大学　八木教授 H21 H21 第1回コア会議
H24 第2回総会

目的とする水質調査を実施し、池
の状況を把握した A 廃止

2 「モリコロパーク秋まつり」企画・運営分科会 愛知県建設部公園緑地課 H21 H21 第2回コア会議 イベントを実施した。 B 廃止

3 愛・地球博理念検証分科会 NPO法人愛・地球プラットフォーム H21
H21 第2回・3回・4回コア会議
H22 第3回コア会議
H26 第2回総会

有り － － D 継続

4 花と緑とさくらを愛する分科会 日本さくらの会・愛知 H21 H21 第2回・4回コア会議
H22 第5回コア会議

- B 廃止

5 地球市民交流センターオープニング分科会 愛知県建設部公園緑地課 H21 H21 第4回・5回コア会議
地球市民交流センターのオープニ
ングイベントを実施 A 廃止

6 F・COMMUNITY サミット IN 愛知 分科会
内閣府認証特定非営利法人

Earth as Mother
H21 H21 第3回コア会議 イベントを実施した。 A 廃止

7 「モリコロパーク春まつり」企画・運営分科会 愛知県建設部公園緑地課 H21 H21 第4回コア会議 イベントを実施した。 B －

8 モリコロパークの土壌環境調査分科会 愛知工業大学　武田美恵 H21 H24 第2回総会

モリコロパークの土壌について、調
査、分析を実施。
COP１０関連イベントで調査結果の
公表。

A 廃止

9 万博閉幕5周年フェア分科会 NPO法人「とき」を祝うメモリー H22 H22 第2回コア会議 イベントを実施した。 A 廃止

10 人と感性を育む総合芸術分科会
NPO法人健康科学研究所

（キッズポケッツ）
H22 H28 第4回コア会議 有り － － モリコロパーク春まつりで幼児芸術

祭を開催している D 継続

11 愛・地球博森のオーケストラ分科会 愛知工業大学管弦楽団 H22 C 廃止

12 「モリコロパーク春まつり」企画・運営分科会 愛知県建設部公園緑地課 H22 H22 第5回コア会議 イベントを実施した。 B 廃止

13 「モリコロパーク秋まつり」企画・運営分科会 愛知県建設部公園緑地課 H22 イベントを実施した。 B 廃止

14 モリコロパーク営業ツール分科会 愛知県建設部公園緑地課 H22
H23 第2回総会
H24 第1回･2回コア会議
H25 第1回総会

無し － － C 廃止

15 緊急時に備える実習分科会 愛知県建設部公園緑地課 H23 H24 第4回コア会議
・「防災時公園管理計画」の策定に
関わる。
・避難訓練の実施

A 廃止

16 クリスマスフェスタ（仮称）企画運営分科会 愛知県都市整備協会 H23 イベントを実施した。 B 廃止

17 「樹木でよみがえれ被災地の緑」分科会
愛知県建設部公園緑地課
（実質は、どんぐりモンゴリ）

H23

H24 第1回コア会議
H25 第1回総会・第1回コア会議、
H26第1回コア会議
H29 第1回総会

有り 複数 有り D 継続

18 愛・地球博記念イベント企画・運営分科会 愛知県建設部公園緑地課 H23

H23 第4回コア会議、
H25 第2回コア会議
H28 第4回コア会議、
H29 第2回総会、
H30 第1・3回コア会議

イベントを実施した。 B 廃止

19 モリコロパークのクリスマス会分科会 愛知県都市整備協会 H24

H25 第1回コア会議
H26 第2回コア会議
H29 第3回コア会議
H30 第4回コア会議

有り 複数 有り D 継続

20 自然の保全と活用を実践する分科会
愛知県建設部公園緑地課

（実質は、ネイチャークラブ東海）
H24

H27 第3回総会
H30 第1回総会 有り 複数 無し D 継続

21 森の音楽会 NPO法人長久手エンジン H24
H25 第2回総会
H25 第2回コア会議
H26 第1回総会

C 廃止

22 2016 夏祭り分科会 H27 H28 第1回総会・第1回コア会議 イベントを実施した。 A 廃止

23 2016 記念館特別展示検討分科会 愛知県建設部公園緑地課 H27 イベントを実施した。 A 廃止

24 子どもの遊び場を検討する分科会
愛知県建設部公園緑地課

（実質は、スポーツサポート）
H27 H28 第1回コア会議

H29 第1回総会 有り 複数 無し D 継続

25 万博サンバフェスティバル分科会 GORIN ENTERTAINMENT H28
H28 第3回コア会議
H29 第2回・4回コア会議
H30 第3回コア会議

有り 単独 有り D 継続

26 料理や工作が楽しくなる分科会 いだか竹とんぼの会 H28 H30 第2回総会 有り 単独 無し D 継続

27 イベント・運営・交流分科会 これぱ！ H29 有り 単独 無し D 継続

28 さくらと緑を愛する分科会 日本さくらの会・愛知 H30 有り 単独 無し D 継続

No. 分科会名 代表
設立
時期

総会・コア会議での報告

代表者が退会しており活動なし

成果 分類
今後の
想定

活動終了

当時は、開催毎に終了する考えであった活動
終了し、翌年、13.「モリコロパーク秋まつり」企
画・運営分科会が引き継いだ

活動を28.さくらと緑を愛する分科会へ引
き継ぐ

現在

活動終了

活動終了

当時は、開催毎に終了する考えであった活動
終了し、翌年、12.「モリコロパーク春まつり」企

画・運営分科会が引き継いだ

活動終了

活動終了

活動終了

活動終了

18.愛・地球博記念イベント企画・運営分
科会に引き継ぐ

18.愛・地球博記念イベント企画・運営分
科会に引き継ぐ

活動終了

モリコロパークのクリスマス会分科会へ
引き継がれて、活動終了

イベント企画運営実行委員会へ引き継
がれて、活動終了

代表者が除名しており活動なし
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分類 分科会の状態 今後の想定

A 設立時に設定した目的を終えた分科会 廃止

B 新たな分科会に活動を引き継いだ分科会 廃止

C 活動が休止している分科会 廃止

D 活動している分科会 継続

継続とは、毎年、[資料1-2]の分科会の流れをへて、

総会で承認された分科会が分類 D「継続」となる。



３．課題に対する解決策を協議する［課題2］特権の取り扱いの再整理！

　再整理することになったのは、

　あるべき取り扱いとは？

ちなみに、何に基づいて特別な取り扱い（公園施設の優先利用）ができるのか？

　公園マネジメント会議の実践活動しやすくするために必要な協力とは？

◆県（公園管理者）及び指定管理者が行う協力
取り扱いに対する対応 ”本来の目的”に対する効果

1

・内容により、管理事務所と相談して対応している。
・暗黙のルールで、「優先利用取扱基準」の愛知県が主催及び共催
　する行事を準用しているが、その際に必要な申請書類は出ていな
　い。

・分科会の活動場所を提供できており、“本来の
　目的”に対して効果あり。
・ただし、暗黙のルールではなく、みんなが共有
　しているルールにする。

2

・会員が自分たちの活動での利用が多い。
・「地球市民交流センター施設利用案内」にマネジメント会員が
　講座等を開催する場合に適用できる記載がある。[資料2-2]
（※１）

・マネジメント会議で承認した活動だけでなく、会
　員の活動で先行予約できることになっているた
　め、“本来の目的”とは異なる。

3
・利用されていない。⇒知らない。
・ルールブックに基づき「活動の手引き」に記載あり。

・分科会の活動に協力する内容だが、知られていな
　いことから、効果なし。

4

・内容により、管理事務所と相談して対応している。
・ルールブックに基づき「活動の手引き」に記載あり。
・手引きの運用（貸出申請書）がされていない。
（※２）

・分科会の活動に必要な備品を提供できており“本
　来の目的”に対して効果あり。

　※１ 交流センターの利用にあたり、複数の日程を仮予約して、直前でキャンセルされることもあると聞いています。利用マナーを改善しましょう。

　※２ 貸出できる備品の数には限りがあります。まずは、自前で準備できるものは自前で準備してください。

⇒　見直し内容は、「活動の手引き」に追記し、「活動の手引き」をルールブックの一部として周知する。

◆マネジメント会員が行う協力の仕方（案）

分科会活動は、公園管理事務所で備品を無料で
借りられる。
（ただし、内容や場所など調整が付いた場合）

・取り扱いの見直しは、無し。
・「活動の手引き」に記載のある貸出申請書の提出を
　徹底する。[資料2-3]

分科会活動は、施設の優先予約ができる。
（内容や場所など調整が付いた場合に限る）

・取り扱いの見直しは、無し。
・ルールを「活動の手引き」に追加する。

会員は、地球市民交流センターの先行予約がで
きる。
（12ヶ月前から予約できる）

・取扱対象を、全ての会員から分科会活動に見直す。
（団体の個別な活動は、パートナー登録制度での先行
　予約（6ヶ月）を利用する。）

分科会活動は、公園管理事務所のコピー機を無
料で使用できる。
（年間白黒100枚、カラー50枚を上限）

・取り扱いの見直しは、無し。
・会員で情報を共有する。特に分科会の代表者には案
　内する。

特別な取り扱いの“本来の目的”は！？

現状の取り扱い 見直し（案）

資料２－１

皆さんから、地球市民交流センターの先行予約について「マネジメント会議の活動のために使われていない。」、「自分たちの団体活動のための利用となっており、会

員と会員以外での取り扱いの違いに不公平感がある。」などの意見があり、これらの取り扱いを再整理しようとなった。（前回コア会議での話 ）

公園施設の優先利用は、「優先利用取扱基準」で、“国

又は県その他の地方公共団体が主催又は共催する行事など

を優先利用の対象”としている。

公的な利用に対して、

優先している。
公園マネジメント会議の活動は、“公共性が高く、公園にとって良い

活動”のため、公的な機関が実施する行事と同等に扱うことができる。

公園マネジメント会議は、

総会やコア会議で協議、承認したことを

実践までする。

各会員が、“協力できること”、“協力するための条件”など

宣言して協力メニューの情報共有を図り、個々の協力のベース

をつくる。

これを準用して

県（公園管理者）及び指定管理者は、

各分科会活動に、場所や備品を提供することで

協力する。（運営ルールブックP10）実践活動に対して、マネジメント会員は、

それぞれができる形で技術や力を出し合い

協力する。 ○○は、○○の部分で協力する。

○○は、○○の部分で協力する。

協力して欲しいと思っている人は、

自分の人脈の中で、協力してくれる人を探している。

実践活動に対して、

会員が協力しやすくする。協力を受けやすくする。

そのための方法を考えよう！

会員の協力の仕方は、

①関係する技術を出せる

②人手を出せる

③備品を出せる など

要するに

そこで、

オープン当初は、あまり利用が

されていなかった。

現在は、休日の利用は予約で

いっぱいになっている。
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別添資料③ 

＜貸出可能な備品一覧表・貸出申込書＞ 

 

 分科会の活動で使用する場合、以下の備品について事前に申し込みをして頂ければ、無料で貸

し出します。ただし、台数等に限りがありますので、申し込みの先着順とします。 

 

 

 

 

 

 

 

品目 サイズ 台数等 

テント   

長机   

パイプ椅子   

立て看板   

カマ   

クワ   

スコップ   

ショベル   
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「活動の手引き」

！！使い方のマナーや運用ルールの共有が必要！！

・貸し出しできる備品には限りがある。自前で準備できるものは、自前で準備する。

・運搬、設置、撤去には、基本的には各分科会でおこなう。人手が足りない場合、使
　い方が分からない場合は、管理事務所と個別に相談して対応する。



愛・地球博記念公園 公園マネジメント会議 

 

令和元年度版 

評価委員会委員の選出について 

「愛・地球博記念公園 公園マネジメント会議」運営ルールブックより、 

当年度の活動の公正な判断の根拠として、本会議が設置する評価委員会により評価にあてる。 

NPO、ボランティア団体、サークル等から 1 名 

 企業、大学、研究機関等から 1 名 

 行政から 1 名 

 指定管理者から 1 名 

 以上を含む、計 5 名程度の委員とする。 

 立候補者等の中から事務局が案を作成し、コア会議での承認を得る。 

目的 

 

業務（具体的な作業） 

 

＜委員会の業務イメージ＞ 

 

 

     

              

      →      

 

年間の活動※ 

 

 

 

 

 

 

 本委員会の業務は、以下の３つを基本とする。 

① R1 年度の「成果指標」に対する具体の評価を得る方法（アンケート調査等）を立案する。 

② R1 年度の本会議の活動結果を評価するとともに、R2 年度の活動に対する提案や助言を

「評価書」にまとめ、R2 第１回総会で承認を得る。 

③ R2 年度の本会議の「成果指標」と「目標値」を設定し、R2 第１回総会で承認を得る。 

 

公園マネジメント会議（以下、「本会議」とする。）の評価委員会（以下、「本委員会」とする。）

は、本会議の当年度活動内容の公正な判断の根拠として、また、本会議の目的の実現に向け

た達成度を測るためのものとして、活動成果を示す「成果指標」とその「目標値」を設定し、その

目標に対する「活動結果の評価」を行うための機関とする。 

本会議の会員は、本委員会が決定した活動に対する目標及び評価を尊重し、翌年度以降の

活動内容へ反映していくものとする。 

総
会
で
の
承
認 

会員の満足度 

調査アンケート実施 

成果指標設定 

※ 年間の活動内容（コア会議議題、分科会活動、学習会等） 

評価書作成 

･活動評価 

･次への提案や助言 

目標値設定 

 

評価を得る 

方法の立案 

 

(会員の満足

度調査アン

ケート(案)

作成等） 

第 1回 
評価委員会 

コ
ア
会
議
で
承
認 

第２回 
評価委員会 

資料3
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設置期間と開催回数（令和元年度の場合） 

 

  事務局提案委員 

分野 立候補者 事務局推薦 

NPO,ボランティア団体、 

サークル等 

  

企業、大学、研究機関等   

行政   

指定管理者   

小計   

合計  

 上記６名を今年度の評価委員会の委員とすることを事務局から提案します。 

① 設置期間 

本委員会の設置期間は、令和２年１月から翌年５月までの約５ヶ月間とする。 

② 開催回数 

本委員会の開催回数は、２回程度の予定である。（２月、５月） 

③業務内容 

 活動結果の「評価」をおこなうとともに、次年度の活動への提案・助言をおこなう。 

 平成３１年度総会に「評価書(案)」として提示し、承認を得る。 

④スケジュール 

＜委員の募集・決定＞ 

評価委員会委員の募集  令和元年１１月２９日～１２月１３日 

評価委員会委員の決定  第２回総会（令和２年１月下旬） 

 

＜評価委員会＞ 

第１回（２月中旬） 

・評価方法の検討 

    ・「会員の満足度調査アンケート」の内容検討 

第２回（５月中旬） 

    ・令和元年度の活動結果の評価、令和２年度の活動に対する提案や助言の検討 

    ・評価書（案）の作成 

    ・令和２年度の成果指標・目標値（案）の作成 

 

＜評価書の承認＞ 

令和２年度第１回総会  令和元年度「評価書」の承認 

（６月上旬）       平成３１年度の「成果指標」と「目標値」の承認 

 

 


